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),( baA とする。直線 pxy  2 に関する、 Aの対称点を、 ),( tsB とすると 

線分 ABの傾きは、
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線分 ABの中点は、 pxy  2 上にあるから p
asbt







2
2

2
 pbats 222   ──② 
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直線 qxy 2 に関する、 Aの対称点を、 ),( vuC とすると 

線分 ACの傾きは、 2であるから 2
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線分 ACの中点は、 qxy 2 上にあるから q
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③、④より qbavqbau
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B を原点中心に正の方向に 90 回転した点が、C に一致するから 
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  pbaqba 234243   qpba 227   ──⑤ 

sv  より pbaqba
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⑤、⑥より qpbqpa
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  ……(答) 


